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1. はじめに

2004年12月26日に発生したインド洋大津波は,サンゴ礁

を重要な観光資源としているインド洋沿岸地域を襲い,そ

こに生息するサンゴに甚大な被害をもたらした(Chavanich

et al., 2008). サンゴに関わる様々な機関,研究者によって

被災後にインドネシア，タイ，モルディブなどでサンゴ

被害状況調査が行われた．しかし，津波の流れが局所的

に変化すること，被害パターンが複雑であったことなど

から，津波によるサンゴ被害を発生させる主要因を特定

することはきわめて困難であった．そのため，津波によ

るサンゴ被害は予測不可能であるとみなされてきた(例え

ば, Satapoomin et al., 2007)．しかし，数値解析によって推

定された津波水理量を用いてサンゴ被害を定量的に検討

した研究は一例しかなく，検討した領域はシミラン諸島

の一部と限定的である(川俣ら, 2009)．津波によるサンゴ

被害を評価することは，今後のサンゴ保全事業，津波被

災後の早急な被害状況調査のための調査領域の迅速な選

定,および復旧計画策定のための重要な判断材料となる．

本研究では，タイの海洋国立公園に指定されているパ

ンガ県，スリン(Surin)諸島とシミラン(Similan)諸島を対

象にインド洋大津波の再現計算を実施し，津波水理量を

推定した．そして，津波水理量とサンゴ被害状況との関

係を検討することで，津波によるサンゴ被害の評価法の

検討を行った．

2. 検討手法

(1) 津波数値解析

スリン諸島とシミラン諸島周辺の津波流況を推定する

ため，数値解析を行った．計算領域は広領域(最大 : 1分

グリッド)から狭領域(最小 : 17 mグリッド)へ格子サイズ

を変化させながら接続計算を行った，支配方程式は，第1

領域(図-1, [1])では地球座標系で定義された線形長波方程

式を，狭領域(図-1, [2]∼[5-*])では直交座標系で定義され，

底面摩擦力を考慮した非線形長波方程式をそれぞれ用い，
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これらの支配方程式をLeap-frog法によって差分化した．第

5領域はそれぞれ[5-1]スリン諸島周辺，[5-2]シミラン島

周辺，[5-3]ミアン(Miang)島周辺，[5-4]パヤン(Payang)島

周辺を設定した．そして，Koshimura et al. (2009)の断層

パラメータを用いて，Manshinha and Smylie (1971)によっ

て津波の初期波形を求めた．

(2) サンゴ被害調査データ

本研究ではPhuket Marine Biological Center (PMBC)

(2005)のサンゴ被害調査データを用いた．PMBC(2005)は,

タイ全土のサンゴ被害調査(水深10 m以浅)のデータを取

りまとめ，各調査領域のサンゴ被害率(被害を受けたサン

ゴの占める面積 /サンゴが生息する面積)を図-2に示すよ

うに5段階((青) `̀ no impact (0 %) ´́ , (緑) `̀ very low impact

(1∼10 %)´́ , (橙) `̀ low impact (11∼30 %)´́ , (紫) `̀ medium im-

pact (31∼50 %)´́ , (赤) `̀ high impact (51∼100 %)´́ )に分類

している．図2より， `̀ high impact (51∼100 %)´́ (赤線)や

`̀ medium impact (31∼50 %)´́ (紫線)などの被害率が大きい

測線はそれぞれの島の南北端および2島間の海峡部に集

中し，それ以外の領域では被害率が小さい測線が多くな

るという傾向が見られる(PMBC, 2005)．

(3) 津波外力を代表させる水理量の検討

サンゴ被害は,津波の流体力の増大にともなって増大す

ると考えられるが，サンゴに作用する流体力を推定する

ために必要ないくつかの情報(例えば，流れに対する投影

面積，体積など)が，インド洋大津波後の調査で測定され

なかったため，それらを用いた検討は非常に困難である．

そのため本研究では，津波の流体力の主要パラメータで

ある最大流速値を用いて,サンゴ被害を評価した．

3. 数値解析結果

第5-1∼5-4領域の津波の最大流速値分布(図2)より，それ

ぞれの領域で，島の南北端と2島間の海峡部で津波の最

大流速値が上昇する傾向が見られた．これは，西側から

入射した第一波が，島の先端周辺で水深の浅い海岸線方

向へ波向き線が屈折したことによる流れの集中，海峡部



図-1.　津波数値解析に用いた計算領域図. 第4-1領域は第5-1領域へ，第4-2領域は第5-2領域と第5-3領域へ，第4-3領

域は第5-4領域へそれぞれ接続した．[1]では, 1 m毎に,実線(水位上昇),破線(減少)で津波の初期水位分布を示した．

では水路幅が減少することで流れが集中したためと考え

られる．

津波の最大流速値の分布とPMBC(2005)のサンゴ被害率

の分布を比較すると，いずれも島の南北端と2島間の海

峡部で値が大きくなるという共通の傾向がみられ，最大

流速値の上昇に伴ってサンゴ被害率が大きくなる関係が

示された．

図-2．第5-1∼4領域における津波の最大流速値分布と

PMBC (2005)に基づいたサンゴ被害率分布図. 各調査領

域の被害率を5段階に分類し，図のように地図上に表記

している．

4. 結論

本研究の数値解析結果より，インド洋大津波によるサ

ンゴ被害は，最大流速値が大きくなる島の先端や2島間

の海峡部で特に大きくなることが示された．したがって，

津波の数値解析を用いることによって，津波によるサン

ゴ被害が推定可能であると考えられる．
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